
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 

 

学 校 名 中津川市立中津川幼稚園 

実 施 期 間 平成２６年１０月２１日（火） 

 

実 施 概 要 

 スプ－ンを作る。幼児向け環境教育の一環として木育に取り組む。 
① スプーン制作の一回目、木の性質、感覚、道具の使い方を講師から

話を聞く。親子でスプーンのデザインをする。スプーンの形になる
ように保護者に小刀で削ってもらう。 

② 子供のみ、森の探検と遊び。ほうの木に会いに行く。(屋外・・根ノ
上高原) 

③ スプーン制作の補講(園児一人ひとりの進行の様子を見て行う) 
④ 親子で仕上げを行う(１０月２１日) 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  ■自然   □歴史   □文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 □成果発表 □交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 ■その他 

来 校 者 数 

保 護 者 １５ 人 
計 １９ 人 

地域関係者 ４ 人 

 
実 施 状 況 

 今年度は、県森林環境基金を活用した幼児向け環境教育の一環として

外部講師を招いて木のスプーンつくりを行いました。４回実施しまし

た。 

１０月２１日は、４回目として親子でスプーンを仕上げました。 

・２種類のサンドペーパーを使い何度も磨く。 

・水溶きをして乾かす。 

・艶を出すためにくるみを割り、中から掘り出した胡桃を布に包んでつ

ぶし、胡桃の油をスプーンに塗る。 

・焼きごてで名前を入れる。 

 
成果及び課題 

成果 

・実際に木を削ることで木の性質などが理解できた。根気ややる気が育

った。 

・色々な木や葉っぱを見たり、臭いをかいだり、音を聞いたりすること

で自然の偉大さや命があること、生きていくうえで、自然と共有して

いくことの大事さが理解できた。 

・どの親子も真剣に取り組み、良いマイスプーンが出来て嬉しそうな表

情だった。 

課題 

・外部講師の方ともう少し丁寧な打ち合わせをすればよかった。 

・子供たちの出来る事、保護者にやってもらうことの区別をはっきりさ

せておけばよかった。 

保護者の意見 

・一本の木からこんな風にスプーンが出来ていくことが分かり参加して

よかったです。兄弟の分も作りたくなりました。 


